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169
表4.9.7記載方法
の図

引き出し線 矢

169 同上 ←矢 削除

228 表5.2.6の続き スタッドボルト 頭付きスタッド

231 上から４ 型枠（フイルム） 型板（フイルム）

236 下から８ ２）述床面積 ２）延床面積

249 上から２ 地表面祖度区分 地表面粗度区分

249 上から１８ 地表面祖度区分 地表面粗度区分

265 上から１７ Qｐ＝２×Mｐσ／ιо Qｐ＝２×Mｐ／ιо

275 上から４ 層間変形各 層間変形角

278 上から４ 「保有水平体力」 「保有水平耐力」

278 上から１１ 「柱の一部が弾性耐力以以内」 「柱の一部が弾性耐力以内」

289 上から１１ （３）高さ９．４５ｍ （３）高さ９．７０ｍ（最高高さ）

289 上から１２ （４）軒高９．６０ｍ （４）軒高９．３５ｍ（水上鉄骨天端）
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